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学校推薦型選抜　総合問題　解答例 氏　名

（その１）

1

B クリック（ワトソン）

問４ mutations

問５

問１ A ワトソン（クリック）

問７ 技術が慎重に規制され、責任ある方法で使用されることが最も重要である。

問２ この技術の開発によって科学者らは幅広い細胞や生物のDNA配列を改変できるようになった。

イ 置換

ウ mRNA エ マラリア

トマト，タイ，フグ，トウモロコシ
（いずれか１つを解答）

問６

ア ヘモグロビン

問３ no longer
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（その２）

2

（計算過程）

答え Pa

（計算過程）

答え 4.2 単位：

（計算過程）

答え J

（計算過程）

答え 8 K

 5.9 × 105

比熱をcとすると, 5.9 × 104 (J) = c ×200 (g) × (90-20) °C よりc = 4.21となる。
よって, 水の比熱は4.2 J/(g・K)

問8

（エ）

問7

問5

問6

J/(g・K)　

気体が外部にした仕事をW’ とするとW’ = (1.0 × 105) × (2.0 × 10-3) = 200 (J)となる。外部から
された仕事はW = -W’ であるので, 内部エネルギーの変化は, ΔU = 400 – 200 = 200 (J)となる。

200

ΔU = 2.0 × 102 Jとなる。nモルの単原子分子理想気体の内部エネルギーはΔU = 3/2nRΔTとか
ける。これより, ΔU= 3/2 × 2 × 8.3 × Tとなる。よって, ΔT = 8.0となり, 温度は8.0 K上

昇する。

ρS g

（カ）

物質は圧力の影響を受け得る。 圧力pは物質が受けている力Fをそれが作用する面積Aで割った値として定義される。

1.0 × 105 (Pa) + (1.0 × 103 × 50 × 9.8) = 5.9 × 105 (Pa)

W

問1

問3

問4 ΔU Q（オ）

（ウ） ρg

問2 （A） higher （B） lower

（ア） ρSh （イ）
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3

(1)

(2)

問1

問2
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3

問3

4



受　験
番　号

令和６年度　生命理工情報学部　生命化学科

氏　名

（その4 - 1）

4

考え方・計算

答え 3.0 × 10–5 mol/L

(d)

e

ア

問３

エ(1) A ア B

(2) ア, エ

ウ

(3) ア

問２

a オ b

d エ

(3)

エ

c イ

ウ (e)

b

c カイ b

f

(a), (d)  (b), (c)

エ

極性分子 無極性分子

ウ ア

学校推薦型選抜　総合問題　解答例

問１

(1) a (2)

d オ e

(4) (a)ア (b) イ

(2)

a

H N H

H
O C O
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氏　名

（その4 - 2）

4 考え方・計算

答え 1.0 × 10–5 mol/L

pH が 7 よりも大きくなる理由

(4)

(3)

問３

イ

学校推薦型選抜　総合問題　解答例
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氏　名

（その4 - 3）

4 水素イオン濃度 [H+]

考え方・計算

答え 2.0 × 10–9 mol/L

学校推薦型選抜　総合問題　解答例

問３ (4)
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